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肝付町の火災発生状況（令和3年度）

肝付町における
過去 10 年間の⽕災
H24 年 13 件
H25 年 9 件
H26 年 7 件
H27 年 10 件
H28 年 7 件
H29 年 5 件
H30 年 5 件
R1 年 15 件
R2 年 12 件
R3 年 18 件

⽕災種別 全   国 ⿅児島県 肝 付 町
建物⽕災 19,461 291 8 
林野⽕災 1,228 29 
⾞両⽕災 3,494 67 1 
船舶⽕災 62 

航空機⽕災
その他⽕災 10,832 250 9 
合  計 35,077 637 18 

⼈⼝ ( 万⼈ ) 12550.2 157.6 1.4
出 ⽕ 率 2.8 4.0 12.9

令和３年（１～ 12月）中の火災発生状況

 令和３年中の⼈⼝ 1 万⼈当たりの出⽕率を⾒てみると、肝付町は 12.9 で、全国の出⽕率 2.8 の約 4.6 倍、⿅
児島県の出⽕率 4.0 の約 3.2 倍となっています。
 肝付町における過去 10 年間の⽕災発⽣状況を⾒ると、令和に⼊ってから⽕災の多い状況が続いています。
 ⽕災はゼロにすることが理想ですが、⾃然発⽕や落雷など防ぎ得ない⽕災事例もありますので、せめて全国
の出⽕率 2.8 以内に抑えるべきと考えられます。
 11 ⽉９⽇から全国⽕災予防運動が始まります。⽕災予防運動の⽬的をご理解いただき、⽕の⽤⼼に努めてい
ただくことをお願いいたします。
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